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の時計回転 (Ⅱ型)および骨格性 (Ⅲ型)の3つのタイプに分類し,シー ト型感圧センサを用い
て哄下時の回蓋への舌圧接運動の特徴について検討したものである。
本研究には,開咬群として25名(平均年齢8.9歳),型別ではI型が9名 (平均年齢9.2歳),









群全体が 81.9ms,Ⅱ型が 43.3ms,Ⅲ型が 40.Omsと有意に短い値を示したという。舌圧積分値
は,唾液哄下時の後方において正常咬合群が4.61 kPaosに対し, I型が 1.02 kPaos,および水
燕下時でも後方において正常咬合群が2.53 kPaosに対し,開咬群全体が 1.00 kPaos, I型が
0.46 kPa osを示し,いずれも開咬群の方が有意に小さい結果を得ている。
これらのことから開咬群の喋下時における舌の口蓋への圧接状態は,正常咬合群とは接触時間,
舌圧ともに有意差がみられ,特に口蓋前方部よりも口蓋中央から後方部において正常咬合群より
有意に低い値を示していたという結論を得ている.
審査委員は,本論文が開咬小児の燕下時における口蓋への舌圧接状態を明らかにしたことによ
り,今後の小児歯科臨床の発展においても寄与することを高く評価し,学位 (歯学)に値するも
のと半J定した.
